
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
    

   
水
道
水
を
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
し
た
商
品
が
、
全
国
の
水

道
事
業
所
１
０
０
ヶ
所
以
上
で
製
造
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 「
東
京
水
」
東
京
、
「
は
ま
っ
子
ど
う
し
」
横
浜
市
、
「
ほ

ん
ま
や
」
大
阪
市
、「
柳
都
物
語
」
新
潟
市
、「
湯
浴
み
水

（
ゆ
あ
み
す
い
）
」
別
府
市
、
な
ど
な
ど
。 

 

水
道
水
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
最
初
は
災
害
備
蓄
用
に
つ

く
ら
れ
ま
し
た
が
、
２
０
０
４
年
頃
か
ら
は
、
水
道
水
の

品
質
向
上
を
訴
え
る
手
段
と
し
て
販
売
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
こ
の
水
商
売
は
、
あ
ま
り
儲
か
ら
な
い
の
だ

そ
う
で
す
※
１
。
名
古
屋
市
で
は
年
間
３
７
５
ｍ
ｌ
ボ
ト
ル

２
４
万
本
（
１
５
０
円
）
を
出
荷
し
ま
す
が
「
人
件
費
を

考
慮
す
る
と
、
足
が
出
る
く
ら
い
」
と
い
い
ま
す
。 

 

そ
れ
で
も
新
規
参
入
が
後
を
絶
た
な
い
の
は
、
水
道
離

れ
を
防
ぎ
た
い
か
ら
で
す
。
水
道
水
の
年
間
給
水
量
は
、

１
２
年
前
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
て
い
ま
す
。 

 

   

一
方
、
水
道
管
や
浄
水
場
等
の
設
備
は
、
高
度
経
済
成

長
期
（
１
９
５
５
〜
６
５
年
）
に
設
置
さ
れ
た
も
の
が
多

く
、
更
新
や
改
良
の
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
※
２

。 

 

実
際
に
老
朽
化
し
た
水
道
管
の
ひ
び
や
破
裂
で
、
断
水

や
床
下
浸
水
の
被
害
が
各
地
で
発
生
し
て
い
ま
す
。 

 

岡
山
市
の
例
で
は
、
４
０
年
以
上
経
過
し
た
水
道
管
の

更
新
に
毎
年
４
０
億
円
、
年
間
の
水
道
料
収
入
の
約
３
割

に
あ
た
る
額
が
必
要
だ
と
い
い
ま
す
。 

 

少
子
化
で
水
道
料
を
負
担
す
る
人
口
が
減
っ
て
い
く
た

め
、
今
後
の
水
道
料
金
の
値
上
げ
は
必
至
で
す
。 

 

将
来
の
水
道
の
供
給
確
保
の
た
め
に
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
や
ウ
ォ
ー
タ
ー
サ
ー
バ
ー
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
浄
水

器
な
ど
を
使
っ
て
、
水
道
水
を
上
手
に
使
う
工
夫
が
必
要

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

  

【
※
１

】 

「
東
京
水
」
に
つ
い
て
調
べ
た
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。 

５
０
０
ｍ
ｌ
ボ
ト
ル
／
１
０
０
円
の
内
訳 

■
水
道
水
０
．
１
円
。
■
ボ
ト
ル
代
４
５
円
。 

■
運
搬
費
１
５
円
。
■
塩
素
を
抜
く
費
用
７
円
。 

■
販
売
手
数
料
３
０
円
。
■
ダ
ン
ボ
ー
ル
代
３
円
。 

合
計
１
０
０
．
１
円
で
す
。 

 

市
販
の
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
も
塩
素
を
抜
く
費
用
・

人
件
費
・
送
料
以
外
は
、
ほ
ぼ
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。 

計
算
す
る
と
ボ
ト
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
の
９
９
．
９
％
以
上

が
水
以
外
の
費
用
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

 

 

【
※
２

】 

東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所
教
授
・
沖 

大
幹
（
お
き 

た

い
か
ん
）

氏
が
、
コ
ラ
ム
「
水
の
惑
星
の
未
来
」
で
次
の
よ

う
に
書
い
て
い
ま
す
。 

 『
上
下
水
道
・
防
水
施
設
の
更
新
問
題
』 

地
方
財
政
が
逼
迫
し
て
い
る
今
、
現
在
の
水
資
源
・
水

防
災
施
設
を
１
０
０
年
後
に
も
健
全
に
使
い
続
け
ら
れ
る

よ
う
に
今
後
更
新
で
き
る
か
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
水
道

協
会
の
統
計
に
よ
る
と
、
水
道
事
故
は
増
え
て
い
る
と
い

う
。 

  

飛
行
機
な
ど
は
、
部
品
や
本
体
そ
の
も
の
に
耐
用
年
数

が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
点
検
整
備
と
同
時
に
、
使
用
時
間

に
応
じ
て
部
品
な
ど
の
交
換
を
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
と
同

じ
よ
う
に
、
上
下
水
道
に
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
管
、
あ

る
い
は
ス
チ
ー
ル
管
な
ど
に
も
耐
用
年
数
が
あ
る
。 

 

し
か
し
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
実
際
に
は
耐
用
年
数
を

過
ぎ
て
も
、
使
わ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
壊
れ
な
け
れ

ば
交
換
を
先
延
ば
し
に
し
、
応
急
手
当
の
連
続
で
し
か
維

持
し
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
事
態
に
陥
る
お
そ
れ
が

あ
る
。 

 

米
国
で
は
、
上
水
な
ら
破
裂
し
て
道
路
に
水
が
噴
き
出

し
た
ら
修
理
を
す
る
、
下
水
な
ら
陥
没
し
て
壊
れ
た
部
分

だ
け
を
修
理
す
る
と
い
う
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
い

う
報
告
を
目
に
す
る
。 

  

将
来
、
今
と
同
じ
日
本
の
水
供
給
施
設
を
半
分
の
人
口

で
維
持
し
て
い
く
に
は
無
理
が
あ
る
。
次
世
代
の
人
々
が

安
心
し
て
水
を
使
い
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
も
、

上
下
水
道
を
含
め
た
水
資
源
施
設
の
更
新
・
維
持
・
管
理

計
画
を
根
本
か
ら
考
え
直
す
と
き
が
き
て
い
る
。 

写
真
／
東
京
都
の
水
道
水
ボ
ト
ル 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

『
東
京
水
』

水
道
水
の
ボ
ト
ル
商
品
化
に
は
、
こ
ん
な
理
由
が
あ
り
ま
し
た
。 


